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　Ⅰ．
私はEllabethを、
　あらゆるニレの木を２本の手斧で切り刻み倒し得た、斧の女王を歌う。
　彼女は、ただ余興から、Valenwoodを千々に引き裂き得た。
　彼女は、Tel AruhnのAlfhedilの下に習い学んだ。
　彼は、彼女に、突きと、打ちと、構えを教えた、
　斧の振りを優雅なる舞踏に変じさせるため。
　彼は、彼女に、勇敢なるOrcの振るう逆棘つき斧を、

　Winterholdで好まれている６フィートの斧を、
　西方のElfの振るう窪んだ刃の斧を、
　振るい肉を貫けば風切音を立てる、それらの斧を教えた。
　単頭の斧でもって、彼女は２人の頸を刎ね得た。
　複頭の斧でもって、彼女は１０人以上を倒し得た。
　しかし、大抵、彼女が伝説に於いて生きているところは、

　彼女みずからのハートを真っ二つにした男に関するもの。

　Ⅱ．
　Blackroseに生まれた強大なるNienolas Ulwarth、
斧を振るい最上のEllabethに打ち勝ち得た唯一の男、
　１分の内、彼女は５０本の、彼は５３本の木々を打ち倒した。
　彼女は、すぐに、彼が自分に相応しい唯一の男であると感じた。
　彼女が愛を告白すると、Nienolasは笑うばかりだった。
　彼は言った、なお自分の斧の柄と軸を愛していると。
　そして、もしも、それらが自分の全欲求を満たすのに充分でないならば、
　Lorinthyraeという名の別の女が存在すると。
　憤激が斧の女王を、乙女Ellabethを掴んで、
　そして、彼女の思考は死の思念の思案に向かった。
　MephalaとSheogorathは彼女に復讐の陰謀を与えて、
　そして、数週間、彼女は夢うつつに努力を続けた。
　夜の静寂に紛れて、彼女はライヴァルを連れ去った。
　かくして、破滅／生存の選択が彼女に告げられた。
　Ⅲ．
　Lorinthyraeは原野の一軒家で目覚めて、
　一室の家具は素気ない、３つの扉を除いて。
　Ellabethは説明した、それらの扉の１つの向こうに、その少女〔Lorinthyrae〕は、
　Ellabethの愛する、彼女〔Lorinthyrae〕の愛する、偉大なるNienolasを見出すと。
　２番目の向こうに、腹を空かせる悪魔が住むと。
　３番目の向こうに、自由に通ずる出口が在ると。
　彼女は１つの扉を選ばねばならない、そして、その決心〔decision〕を助けるために、
　もしも思案が長すぎるならば、この斧が真っ二つ〔division〕にするだろうと。
　Lorinthyraeは啜り泣き、Ellabethは悔恨を覚えて、
　そして、自分の直ぐ右の扉を開いてやった。
　それは原野に通じており、彼女は憂鬱を感じつつ滑り出ながら、
　同じく部屋を後にするよう、Lorinthyraeに忠告した。
　Lorinthyraeは彼女を無視して、自分の意志は曲げられないと感じた。
　彼女が開けた、１番目の扉の向こうに、Nienolasの大部分は居た。
　Ⅳ．

　Ellabethは嘘を吐いた、話に出た悪魔など居なかった。
　３番目の扉〔third door〕の向こうに居たのは、Nienolasの上から数えて３分の１〔top third〕だったのである。〔※１〕
訳注

　※１　英語に於いて、分数は基数〔１、２、３……〕と序数〔１番目、２番目、３番目……〕の組によって表現される。例えば、「３分の１」は“one third”である。従って、“top third”は「全体を上下に３分割した内の上から数えて３分の１」ということになる。
